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製品概要

Syslog Watcherは米国SNMPSOFT社が開発したWindows環境の

Syslogソリューションです。

2011年1月にはVer４がリリースされました。

Syslog格納用にカスタマイズされた特殊なデータベースを用いるため

作業レスポンスが非常に軽いのが特徴で、3千メッセージ/秒の受信が可能、

かつ1万4千種類以上のSyslogを解釈可能であり、IPv4/IPv6に正式対応を

しています。

また、リモートで別のSyslog Watcherを参照することが可能です。



ログ処理イメージ

デバイス (IPv4)

Syslog (TCP/UDP)

デバイス (IPv6)
Syslog Watcher 4Syslog Watcher 4Syslog Watcher 4Syslog Watcher 4

Syslog Watcher 4Syslog Watcher 4Syslog Watcher 4Syslog Watcher 4
リモート

メール発報

エクスポート
・Text形式
・Csv形式
・Xml形式

レポート

ストレージ管理

ベンダーパック アドオン



システム要件

◆ハードウエア最小要件ハードウエア最小要件ハードウエア最小要件ハードウエア最小要件
CPU ： 1GHz 

メインメモリ ： 512MB 

HDD容量 ： 50MB + data 

その他 ： Network Interface 

◆ソフトウエア要件ソフトウエア要件ソフトウエア要件ソフトウエア要件
OS ： Windows 2000/XP/2003(32bit・64bit)

2008(32bit・64bit)/Vista(32bit・64bit)

7(32bit・64bit)



メイン・インターフェース
最新のログ取り込みの時間間隔を調整できます。



1. Standalone Application
サーバ上で単体のアプリケーションとして動作します

2. Local Syslog Server
ローカルサーバ上でWindowsのサービスとして動作します

3. Remote Server
別のサーバ上のSyslog Watcherをリモートで監視します

Syslog Watcherの動作モード



Standalone Applicationモードについて

サーバ上で単体のアプリケーションとして動作するモードです。



Local Syslog Serverモードについて

ローカルサーバ上でWindowsのサービスとして動作するモードです。



Remote Serverモードについて

別のサーバ上のSyslog Watcherに接続することができるモードです。
接続先のSyslog Watcherにはポート番号、パスワードを設定できます。



1. サポートプロトコル
→TCP/UDP

2. 処理性能
→3,000件/秒以上

ログ受信に関して



ネットワーク設定(受信ポート指定等)、Eメールによるアラート設定、
日付フォーマット指定、リモートアクセス管理の許可・不許可などの設定ができます。

操作画面



フィルター/検索/カラーリング

さまざまな条件によりシスログメッセージをフィルタリング/
検索/カラーリングすることが可能です。

条件条件条件条件

Severity

シスログメッセージから抽出された重要度。
Facility

シスログメッセージから抽出されたファシリティ。
Tag

メッセージのタグ、メッセージにはソースに基づき目印が付きます。 この情報はシスロ
グメッセージ本文より抽出されます。 またシスログのソースにより特定されます。 更に
サブシステムと一致、 時として、連番メッセージになる事もあります。
Origin

追加情報、シスログメッセージ源。 特定のシスログソース（例；メッセージのリアルソー

ス名やアドレス）で、メッセージに追記することが可能です。
Message

シスログメッセージのテキスト内容。



フィルター例フィルター例フィルター例フィルター例

Severityを条件としたフィルター例を条件としたフィルター例を条件としたフィルター例を条件としたフィルター例



検索例検索例検索例検索例

FacilityFacilityFacilityFacilityを条件とした検索例を条件とした検索例を条件とした検索例を条件とした検索例



カラーリング例

SeveritySeveritySeveritySeverityを条件としたカラーリング例を条件としたカラーリング例を条件としたカラーリング例を条件としたカラーリング例



Eメールアラート機能

さまざまな条件によりアラートメールを送信することが可能です。

設定可能条件設定可能条件設定可能条件設定可能条件

Severity
Facility
Tag
Origin
Message



シスログストレージ①

シスログメッセージは、Severityごとに保存期間を指定できます。

ストレージの圧縮も可能です。



シスログストレージ②

シスログストレージの状況はグラフィカルに確認できます。

メッセージ数

ストレージサイズ

フリースペース



シスログストレージ③

シスログストレージはスケジュールバックアップが可能です。



シスログエキスポート機能（手動）

SyslogWatcherで読み込み可能な”.syslog”ファイル形式、
及び、
カスタマイズされたtxtファイル形式で、シスログのエクスポートが可能です。



シスログエキスポート機能（自動）

Facility等を条件として、指定したフォルダにテキストファイ

ルとしてシスログをリアルタイム保存することが可能です。



ベンダーパック アドオン

ベンダーパックアドオンは、
SyslogWatcherでご利用い
ただける有料オプションです。
Cisco Systems等対応機器
が発行する独自のメッセージ
に対して、その説明と、適切
な対応方法を表示できます。

対応機器
1. Cisco Systems, Inc.

– Cisco IOS Software 

– Cisco Catalyst Switches

– Cisco Security Appliances

2. Juniper Networks, Inc.

– JUNOS Internet Software 

3. Fortinet, Inc.

– FortiGate with FortiOS



その他

�ログの日時フォーマットの
カスタマイズ。

�ログのIPアドレスをドメイン名に
変更。

�改行コードの除去などシスログ
の整形機能

他


